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現在、環境保全についての国際的な共通概念とし
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この CAS-Net JAPAN は現在、3月 26 日（水）の
設立総会に向けて、会員募集と並行して、開催準備
を行っているところである。 
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最後に、平成 26年 3月 26日（水）、27日（木）












































 ISCN（International Sustainable Campus Network）は、アメリカ、ヨーロッパ、アジア、アフリカ、オーストラリアの大陸に
ある 21カ国から 41機関が参加する組織（2007年 1月設立）で、サステイナブルキャンパスの運営や教育と研究における持続可能性に
関する情報やアイデア、グッドプラクティスを交換することなどを目的としたグローバルなフォーラム。  
※サステイナビリティ評価システム(STARS) 







ことを意図したものである。（50 大学限定の募集に対し、世界中で 49 大学（提出済み 8 大学 日本では北大と京大のみ）が参画してい
る。） 
